
カトリック大名町教会ニュース

福岡教区年間目標：互いに支え合う交わりの教会となる

大名町教会年間テーマ：互いに支え合う「交わりの教会」となる
            　　  Becoming　a　”Church　of　communion ”　and　mutual　support　

　

ベ
ト
ナ
ム
の
若
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
心
を

燃
や
す
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
大
会
で

す
。
旧
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
で
、
５
月
４

日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
燃

え
る
心　

踏
み
出
す
足
」。

　

３
５
０
人
を
超
え
る
若
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
教
会
の
グ
ル
ー
プ
は
、
大
名
町
、
箱
崎
、

浄
水
通
、
小
倉
、
直
方
、
水
巻
、
行
橋
、
久
留
米
、

大
牟
田
、
佐
賀
、
熊
本
な
ど
・
・
・
。
カ
ト
リ

ッ
ク
信
者
で
は
な
い
若
者
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
大
会
は
、
常
に
若
者
に
と
っ
て
、
出
会

い
、
学
び
、
楽
し
み
、
つ
な
が
り
、
分
か
ち
合

い
の
場
で
あ
り
、
特
に
人
生
の
意
味
の
鍵
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
を
見
つ
け
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で

す
。
彼
ら
は
、
人
生
の
困
難
を
幸
せ
に
克
服
で

き
る
よ
う
に
助
け
て
く
だ
さ
い
と
祈
り
、
同
時

に
、
宣
教
に
燃
え
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
二
つ
の
柱
が
あ
り
ま
し
た
。
精

神
的
な
生
活
を
考
え
る
こ
と
と
遊
び
で
す
。

　

朝
、
ヨ
ゼ
フ
・
ア
ベ
イ
ヤ
司
教
様
と
グ
エ
ン
・

ク
ォ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ア
ン
神
父
様
の
ス
ピ
ー
チ
は
、

彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
と
さ
ら
に
強
く
つ
な
が
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
と
も
に
遊
ぶ
こ
と
で
チ
ー
ム
ス
ピ
リ

ッ
ト
と
お
互
い
の
つ
な
が
り
を
強
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
感
謝
の
ミ
サ
に
与
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
閉
幕
し
ま
し
た
が
、
大
会
の
喜
び
は

今
も
若
者
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
あ

る
若
者
が
「
次
の
大
会
は
い
つ
で
す
か
」
と
尋

ね
ま
し
た
。
若
者
が
非
常
に
強
く
次
回
の
開
催

を
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
会
は
、

６
月
の
炎
天
下
の
よ
う
に
若
者
た
ち
の
心
を
燃

や
し
ま
し
た
。

　

大
名
町
教
会
協
力
司
祭

　

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ　

フ
ァ
ム　

バ
ン　

チ
ェ
エ
ン　

神
父

６月　イエスのみこころ　　聖母のみこころ
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〔ミサ時間〕主日：７時・９時 30 分／ベトナム語（第 2・第 4 日曜日）：13 時半／英語：16 時

   〔ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〕http://www.daimyomachi-c.or.jp/                     

   〒 810-0041　福岡市中央区大名２- ７- ７〔巡〕能古島カトリック教会　ミサ（土）18 時
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    発行責任者：中村 彰 神父

福
岡
教
区
ベ
ト
ナ
ム
人
青
年
大
会

ジョン神父の
勉強会

◆１日（土）福岡カトリック女性の会総会
◆２日（日）９時半ミサ後　ヨゼフ会
◆４日（火）、18 日（火）、25 日（火）
　　　　　　　　　　　　10 時・19 時
　　　　　「たとえ話が問いかける」
　　　　　　　　（レナト神父、寺濱神父）
　　　　主催 :福岡教区宣教・養成委員会　
◆１０日（月）インチョン教区・
　　　　　　　福岡教区司教・司祭交流会
　　　  17 時　合同記念ミサ（２F大聖堂）
　※合同記念ミサには、皆さん参加できます。
◆２３日（日）９時半ミサ後
　　　　DVD 上映会とジョン神父の話
　　　　テーマ：「海を渡った司祭」
　　　　主催 :大名町教会宣教司牧評議会
　　　　　　※ どなたでも参加できます。
◆３０日（日）９時半ミサ後
　　　　「典礼を学ぶ」講師 :深堀　純　氏
　　　　主催 :大名町教会宣教司牧評議会
　　　　　　※ みなさん、学びましょう！

６月のお知らせ

ゆるしの秘跡：希望される方は、司祭に直接ご相談ください。（定期：毎週土曜日１０時～１１時半）

◆ジョン神父：日程 : 毎週木曜日
　＊キリスト教入門講座　１０時・１９時
　＊聖書の分かち合い　　１４時

　５月 19 日（日）信徒総会が開かれました。大名町教会宣教司牧評議
会の各部・アクション団体の担当者による活動報告と予算の説明があ
りました。参加者は共同体の一員として、熱心に参加しました。
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                    　　カトリック大名町教会ニュース  
　

５
月
19
日
（
日
）、
豊
嶋
玲
さ
ん
の
進

行
で
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

１
０
０
人
（
女
性
67
人
、
男
性
33
人
）
で

し
た
。
中
村
彰
主
任
神
父
の
は
じ
め
の
祈

り
に
続
き
、
宮
本
健
郎
さ
ん
が
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
俊
雄
信
徒
会
長
か
ら
、
２
０
２
３

年
度
は
、
英
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
ミ
サ
参

加
者
が
増
加
し
た
こ
と
、
大
名
町
教
会
宣

教
司
牧
方
針
で
あ
る
「
出
向
い
て
行
く
教

会
と
な
る
」
の
方
針
の
も
と
、
教
会
行
事

が
30
％
増
え
た
こ
と
等
の
報
告
が
あ
り
、

続
い
て
、
各
部
と
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体
の
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
・
各
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体
と
も
「
使

命
」
を

掲

げ
、

一
年
間

活
動
し

て
き
た

内
容
と

本
年
度

の
予
算

に
つ
い

て
説
明

が
あ
り

ま
し
た
。

多
く
の

各

部
・

ア
ク
シ

ョ
ン
団

体
は
担

当
者
が
一
人
、
な
い
し
は
少
人
数
で
あ
り
、

信
徒
の
協
力
者
を
募
っ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ョ

ン
団
体
か
ら

評

議

員

へ

の
選
出
に
つ

い
て
は
、
評

議
員
の
選
出

方
法
も
含
め

て
検
討
し
て

い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し

た
。

　

営
繕
部
か

ら
、
高
圧
ケ

ー
ブ
ル
の
更

新
工
事
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
高
圧
ケ
ー
ブ

ル
の
耐
用
年
数
は
30
年
程
度
で
あ
る
が
、

現
在
38
年
を
経
過
し
て
い
て
、
劣
化
が
進

む
と
全
停
電
と
な
り
、
教
会
周
辺
の
近
隣

に
も
迷
惑
が
か
か
る
の
で
、
工
事
を
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
て
看
板
・
掲
示
板
検
討
委
員
会
か
ら

の
報
告
で
、
教
会
の
建
物
が
カ
ト
リ
ッ
ク

大
名
町
教
会
と
一
目
で
わ
か
る
表
示
に
す

る
こ
と
、
劣
化
の
激
し
い
掲
示
板
を
作
り

替
え
る
こ
と
の
提
案
が
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
大
名
町
教
会
の
テ
ー
マ
を
福

岡
教
区
と
同
じ
「
互
い
に
支
え
合
う
『
交

わ
り
の
教
会
』
と
な
る
」
に
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
０
２
３
年
度
の
会
計
収

支
報
告
と
２
０
２
４
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
の
説
明
が

あ

り

ま

し

た
。
ミ
サ
献

金
の
54
％
は

外
国
語
ミ
サ

献
金
で
あ
っ

た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し

た
。
教
区
分

担
金
や
営
繕

工
事
予
算
等

の
説
明
が
あ

り
、
拍
手
に

て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
教

会
の
名
称
を
「
大
名
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」

か
ら
「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会
」
に
統

一
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
運
営
規
則
等

の

名

称

の

改

正

の

説

明
が
あ
り
、

意

義

な

く

承

認

さ

れ

ま
し
た
。

　

す

べ

て

の

議

事

が

終

了

し
、

ジ

ョ

ン

神

父

の

終

わ

り

の

祈

り

で

閉

会

し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
利
用
し
て
の
議
事
事

項
や
説
明
が
行
わ
れ
、
今
後
も
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
録
は
教
会
内
掲
示
板
に
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会
共
同
体
に
は
、

Ａ
か
ら
Ｄ
グ
ル
ー
プ
ま
で
、
掃
除
グ
ル
ー
プ
は
４

つ
あ
り
ま
す
。
日
曜
日
九
時
半
の
ミ
サ
の
後
、
割

り
当
て
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
教
会
の
掃
除
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。誰
に
も
４
週
間
に
一
度
、

掃
除
当
番
が
回
っ
て
き
ま
す
。
７
年
前
に
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
も
大
体
同
じ
人
数
に
な
る
よ
う
に
割
り

振
っ
た
掃
除
割
で
す
。

　

信
徒
数
が
減
り
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
掃

除
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
る
方
が
固
定
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
い
つ
も

同
じ
方
々
が
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
方
だ

け
に
お
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
掃
除
が
で
き
る

方
、
当
番
の
日
に
は
、

積
極
的
に
掃
除

の
奉
仕
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

教
会
の
建
物

は
私
た
ち
共
同

体

の

家

で

あ

り
、

共
同
体
と
共
に
神

さ
ま
は
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
み
ん

な
で
力
を
出
し
あ

い
ま
し
ょ
う
。

　

◆
掃
除
の
グ
ル
ー
プ

Ａ
グ
ル
ー
プ:

中
央
区
、
博
多
区　
　
　

Ｂ:

東
区
、
城
南
区
、
新
宮
町
、
粕
屋
町

Ｃ:

西
区
、
早
良
区
、
篠
栗
町　
　

Ｄ:

南
区
、
古
賀
市
、
大
野
城
市
、
春
日
市
、
太

　

宰
府
市
、
糸
島
市
、
筑
紫
野
市
、
宗
像
市　

力
を
出
し
あ
っ
て

掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
！

カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会　
　

　
　

第
49
回
信
徒
総
会

５
月
19
日
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カトリック大名町教会ニュース

様
の
「
燃
え
る
心　

踏
み
出
す
足
」
に
つ

い
て
の
話
で
し
た
。

　

参
加
者
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

・
福
岡
で
の
１
回
目
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
の
大
き
な
大
会
に
貢
献
す

　

る
小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
れ
た
こ
と
を

　

と
て
も
嬉
し
く
幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。

・
ま
ず
神
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
な
た
が
私

　

た
ち
を
こ
こ
に
集
め
て
く
れ
た
の
で
、

　

大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
夢
が
か
な
え

　

ら
れ
ま
し
た
。
き
ょ
う
、
そ
れ
が
実
現

　

し
ま
し
た
。

・
私
た
ち
の
一
緒
に
集
ま
り
た
い
望
み
は
、

　

長
い
年
月
を
経
て
、
陽
気
な
雰
囲
気
と

　

若
々
し
く
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
満
ち
、
熱

　

意
に
満
ち
た
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ト
」

　

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

・
司
教
様
と
神
父
様
の
と
て
も
良
く
て
有

　

意
義
な
分
か
ち
合
い
で
、
異
国
の
地
で

　

の
悲
し
み
や
心
配
を
す
べ
て
忘
れ
さ
せ

　

て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
い
で
よ
「
カ
タ
ラ
ン
ト
」
へ

　
５
月
４
日
（
土
）、
旧
神
学
校

で
「
燃
え
る
心　

踏
み
出
す
足
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
一
回
ベ
ト
ナ

ム
青
少
年
福
岡
大
会
が
開
催
さ

れ
、
約
４
０
０
人
の
ベ
ト
ナ
ム

人
の
若
者
、
家
族
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
一
緒
に
踊
っ
た

り
、
司
教
様
、
ベ
ト
ナ
ム
人
神

父
様
の
話
を
聞
い
た
り
、
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
最
後
は
感

謝
の
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
が
一
番
盛
り
上
が

っ
た
の
は
。
ベ
ト
ナ
ム
人
神
父

　

福
岡
教
区
青
年
セ
ン
タ
ー

「
カ
タ
ラ
ン
ト
」
の
通
常
開
放

が
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
タ
ラ
ン

ト
は
福
岡
カ
テ
ド
ラ
ル
セ
ン
タ

―
の
一
階
に
設
置
さ
れ
、
月
、

木
、
土
曜
日
の
決
ま
っ
た
時
間

に
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
場
所

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

カ
タ
ラ
ン
ト
は
組
織
で
は
な
く
、
セ
ン
タ
ー
の

名
前
で
す
。「
カ
タ
ル
」
と
は
「
語
る
」
こ
と
で
、

博
多
弁
で
は
「
参
加
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
、「
タ
ラ
ン
ト
」
は
「
賜
物
」
と
い
う
言
葉
で

あ
る
こ
と
か
ら
「
カ
タ
ラ
ン
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
い
つ
で
も
安
心
し
て
集
え
、
一
人
ひ
と

り
の
居
場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

同
じ
信
仰
を
も
つ
青
年
同
士
の
交
わ
り
が
、
今
後

の
信
仰
生
活
へ
の
支
え
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

始
ま
っ
て
１
ヶ
月
程
度
で
す
が
、
い
つ
も
10
人

弱
が
集
ま
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
青
年
が
訪
れ

て
く
れ
た
日

も
あ
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま

だ
試
行
錯
誤

の

連

続

で

す
。
ま
た
、

こ
の
場
所
は

大
名
町
教
会

で
も
あ
る
の

で
、
み
な
さ

ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
温
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
カ
エ
ラ　

荒
牧　

結
花

教区
青年

第 1回ベトナム人青年大会＊燃える心　踏み出す足

ベ
ト
ナ
ム
人
グ
ル
ー
プ
が

聖
母
行
列

５月 26 日

　

５
月
22
日
、
教
会
前
の
歩
道
の
花
壇
に
ま
だ
咲

い
て
い
た
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の
苗
を
す
べ
て
抜

き
、
土
を
耕
し
ま
し
た
。
抜
い
た
苗
は
、
数
株
ず

つ
ビ
ニ
ル
袋
に
入
れ
、「
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
」
と
、
育
て
ら
れ
る
人
に
お
渡
し
し
ま

し
た
。

  

23
日
に
は
、
福
岡
市
か
ら

配
ら
れ
た
３
０
８
株
の
花
植

え
を
し
ま
し
た
。
ポ
ー
チ
ュ

ラ
カ
と
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
。

　

小
さ
な
方
の
花
壇
に
換
算

し
て
25
個
分
も
あ
る
教
会
の

花
壇
。
ど
の
花
壇
に
も
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
に
な
る
株
数
と
花

の
色
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え

て
、
25
列
に
分
け
ま
し
た
。

　

こ
の
花
壇
に
は
、
隅
に
注
水
口
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
大
量
の
水
を
注
ぐ
と
、
水
は
花
壇
の
底
に
あ

る
パ
イ
プ
か
ら
土
に
水
が

吸
い
上
げ
ら
れ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
25
個
も
の
花
壇
に
注

水
す
る
に
は
、
１
時
間
以

上
か
か
り
ま
す
。

 

植
え
た
花
の
苗
に
は
、

上
か
ら
も
水
や
り
が
必
要

で
す
。
22
日
に
は
８
人
、

23
日
に
は
12
人
の
方
が
力
作
業
に
精
を
出
し
ま
し

た
。
新
し
い
花
に
な
っ
た

花
壇
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
高
温

に
な
っ
て
い
く
中
で
、
花

が
生
き
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

夏
に
咲
く
花
を
植
え
ま
し
た

　
５
月
の
聖
母
月

に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
で

は
、
３
人
の
子
ど

も
に
出
現
さ
れ
た

フ
ァ
チ
マ
の
聖
母

を
記
念
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
お

花
と
行
列
で
み
ん

な
で
祝
い
ま
す
。
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                    　　カトリック大名町教会ニュース  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
月
12
日
）

◆　

議
題

１　

信
徒
総
会
の
議
事
の
流
れ
、
役
割
分

　

担
、
時
間
配
分
な
ど
の
確
認
。

２　

駐
車
場
問
題
の
課
題
整
理
と
対
応
策

　

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
中
間
報
告
。

（
１
）
利
用
し
て
い
る
信
徒
が
感
じ
て
い
る

　

問
題
点
、
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら

　

始
め
て
、
解
決
策
を
検
討
す
る
。

（
２
）
英
語
ミ
サ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
提
案
で
、

　

英
語
ミ
サ
で
は
、
６
月
か
ら
在
籍
ス
テ

　

ッ
カ
ー
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
置
く
こ

　

と
と
す
る
。

（
３
）
ジ
ョ
ン
神
父
様
か
ら
、
韓
国
の
教
会

　

で
は
、
自
動
車
番
号
認
識
シ
ス
テ
ム
の

　

導
入
に
よ
る
管
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る

　

こ
と
、「
満
車
」
の
サ
イ
ン
は
必
要
で
あ

　

る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

３　

一
階
講
堂
使
用
の
行
事
日
程
調
整
に

　

つ
い
て

・
今
年
度
も
各
部
、
各
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体

　

で
多
数
の
行
事
等
が
予
定
さ
れ
て
い
る

　

の
で
、
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

　

十
分
な
日
程
調
整
を
行
う
。

４　

リ
ン
サ
ー
ク
リ
ー
ナ
ー
購
入
に
つ
い

　

て
・
絨
毯
掃
除
用
と
し
て
リ
ン
サ
ー
ク
リ
ー

　

ナ
ー
（
１
２
０
０
０
円
）
の
購
入
が
承

　

認
さ
れ
た
。

５　

そ
の
他

・
ス
ク
リ
ー
ン
と
パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し

　

は
、
部
屋
の
使
用
願
い
の
申
請
時
に
ス

　

ク
リ
ー
ン
使
用
の
有
無
の
記
載
欄
を
設

　

け
て
決
済
す
る
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し
は
行
わ
な
い
。

宣
教
司
牧
評
議
会

◆　

報
告
事
項

★　

各
部
報
告
事
項

（
１
） 

典
礼
部

①
７
月
７
日
初
聖
体
式
の
と
き
に
、
信
徒

　

全
員
で
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。

②
ジ
ョ
ン
神
父
様
か
ら
定
期
的
に
子
ど
も

　

向
け
の
説
教
は
で
き
な
い
か
と
の
意
見

　

が
あ
っ
た
。

（
２
） 

営
繕
部

①
屋
上
塔
屋
漏
水
補
修
工
事
完
了 

　
　

９
５
７
、０
０
０
円

②
屋
上
塔
屋
漏
水
補
修
追
加
工
事

　
　

４
９
、５
０
０
円

③
そ
の
他　

・「
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
・
高
圧
交
流
中
開
閉
器
更

新
」
工
事
の
見
積
。

・「
縁
石
補
修
」
工
事
現
地
調
査
に
つ
い
て
。

（
３
） 
そ
の
他　

①
世
界
広
報
の
日
献
金　

５
月
５
日

　
　

３
８
、４
１
０
円

②
能
登
地
震
支
援
献　

５
月
８
日

　

（
ベ
ト
ナ
ム
語
ミ
サ
）
８
７
、
６
６
１
円

③
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
援
助
活
動
の
た
め
、　

　

一
階
信
徒
会
館
に
荷
物
を
一
時
的
に
集

　

め
る
こ
と
。

④
美
野
島
司
牧
セ
ン

　

タ
ー
30
周
年
記
念

　

行
事
の
バ
ザ
ー
依

　

頼
品
の
仕
分
け
に

　

つ
い
て
。

・
寄
付
さ
れ
た
物
を

　

搬
送
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ホ
ー

ム
レ
ス
支

援
「
お
に

ぎ

り

の

会

」（

事

務
長
＝
大

名
町
教
会

の
飛
永
薫

さ
ん
）。

　

冬
に
は

路
上
生
活

を
し
て
い

る
方
や
生

活
に
困
っ
て
い
る
方
に
、
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
の

炊
き
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
各
月
、
順
番
で
市
内
の
教
会
に
弁
当
作

り
を
依
頼
し
て
、作
っ
て
も
ら
っ
て
配
り
ま
す
。

　

こ
の
５
月
に
は
、
大
名
町
教
会
に
弁
当
作
り

の
依
頼
が
あ
り
、
５
月
17
日
（
金
）
午
後
か
ら

作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
信
徒
の
み
な
さ
ん

に
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
目

良
信
子
さ
ん
、
鈴
木
尚
美
さ
ん
、
原
山
映
子
さ

ん
の
三
人
が
、
１
９
９
個
の
弁
当
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

白
米
を
焚
い
て
、
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を

１
６
０
ｇ
～
１
８
０
ｇ
に
な
る
よ
う
に
、
パ
ッ

ク
に
入
れ
、上
に
鮭
フ
レ
ー
ク
を
か
け
ま
し
た
。

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
、
食
べ
る
物
に
困
っ

て
い
る
方
の
少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
と
思

い
、
神
さ
ま
の
お
恵
み
が
あ
る
よ
う
に
祈
り
な

が
ら
作
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

協
力
し
て
い
き
た
い
。

　
私
た
ち
は
、
一
年
に
一
度
「
復
活
祭
」
を
盛

大
に
祝
い
ま
す
が
、
毎
週
、
主
日
（
日
曜
日
）

に
集
う
の
も
「
主
の
復
活
」
を
祝
う
た
め
で
す
。

主
キ
リ
ス
ト
が
復
活
し
て
使
徒
た
ち
に
お
現
れ

に
な
り
、
今
も
生
き
て
共
に
お
ら
れ
る
こ
と
を
、

毎
週
集
っ
て
喜
び
祝
う
の
で
す
。
主
日
は
週
ご

と
に
巡
っ
て
く
る
「
復
活
祭
」
で
す
。
教
会
の

最
初
の
時
か
ら
主
日
に
集
う
こ
と
は
キ
リ
ス
ト

信
者
の
信
仰
の
根
源
・
中
心
で
あ
り
、
歴
史
的

に
も
年
に
一
度
の
「
復
活
祭
」
よ
り
も
ず
っ
と

前
か
ら
あ
り
、
は
る
か
に
重
要
な
日
で
す
。

　

主
は
、
十
字
架
上
で
亡
く
な
ら
れ
て
三
日
目
、

す
な
わ
ち
週
の
初
め
の
日
の
朝
、
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
に
現
れ
て
ご
自
分
の
復
活
を
使
徒
た
ち

に
知
ら
せ
る
よ
う
に
言
い
、
つ
い
で
そ
の
日
の

夕
方
、
集
ま
っ
て
い
た
使
徒
た
ち
に
お
現
わ
れ

な
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
日
の
夕
方
、
エ
マ
オ

ヘ
向
か
っ
て
い
た
二
人
の
弟
子
に
お
現
れ
に
な

っ
て
道
を
共
に
さ
れ
、
宿
屋
で
パ
ン
を
割
い
て

ご
自
分
だ
と
明
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
さ

ら
に
八
日
目
に
再
び
使
徒
た
ち
に
現
れ
、
１
週

間
前
に
一
緒
に
い
な
か
っ
た
ト
マ
ス
に
ご
自
分

を
現
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
使
徒
た
ち

と
そ
の
後
に
続
く
信
者
た
ち
は
、
八
日
目
ご
と

に
集
っ
て
こ
の
復
活
を
記
念
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
、
次
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
し
た
。

　

使
徒
た
ち
の
時
代
か
ら
数
百
年
を
経
て
、
こ

の
主
日
を
基
に
し
て
、
年
に
一
度
、
三
日
を
か

け
て
盛
大
に
「
主
の
死
か
ら
命
へ
の
過
越
祭
」

を
祝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
は
こ
の
間
の
こ
と
を
簡
潔
に
こ
う
言
い

ま
す
。「
毎
週
、
教
会
は
『
主
日
』
と
呼
ば
れ

る
日
に
主
の
復
活
を
記
念
し
、
そ
れ
を
年
に
一

度
、
復
活
祭
の
盛
儀
に
よ
っ
て
主
の
幸
い
な
受

難
と
死
と
と
も
に
祝
っ
て
い
る
」（「
典
礼
憲
章
」

102

）
と
。　
　
　
　

ミ
カ
エ
ル　

深
堀　

純

主
日
②
｜
週
ご
と
の
「
復
活
祭
」
｜

【
転
入
】
よ
う
こ
そ

・
ミ
カ
エ
ラ　

裵　

孝
恩
（
べ　

ヒ
ョ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　

（
広
島
教
区
・
祇
園
教
会
よ
り
）

大
名
町
教
会
の
現
勢　

５
月

ご
飯
の
パ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
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